
2022 年テーマ『終末を生きる！』                                                                          2023.2.12. 

「夫を愛し、仕え支えたサラの生涯。」 創世記 23 章 1～9 節   

ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
妻
サ
ラ
と
カ
ナ
ン
の
地
を
目
指
し
て
旅
立
っ
て
か
ら
６
２
年
が
経
ち
、

そ
れ
で
も
な
お
「
寄
留
者
」
と
し
て
妻
サ
ラ
が
死
に
ま
し
た
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
「
サ
ラ
の

た
め
に
悼
み
悲
し
み
、
泣
い
た
。
」
（2

）
。
流
浪
の
民
と
し
て
長
い
年
月
を
共
に
過
ご
し
た

妻
を
失
っ
た
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
悲
し
み
は
如
何
ほ
ど
で
し
ょ
う
か
。 

テ
ラ
の
長
男
は
、
７
０
歳
の
時
に
生
ま
れ
た
ハ
ラ
ン
か
と
思
い
ま
す
。
ハ
ラ
ン
の
娘
ミ

ル
カ
は
次
男
ナ
ホ
ル
と
結
婚
し
て
い
ま
す
。
サ
ラ
は
、
「
私
の
妹
、
私
の
父
の
娘
で
す
。

で
も
、
私
の
母
の
娘
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
私
の
妻
に
な
っ
た
の
で
す
。
」
（
２
０
・

12

）
と
あ
る
よ
う
に
、
１
０
歳
下
の
異
母
妹
で
す
。
「
親
族
の
地
、
カ
ル
デ
ヤ
の
ウ
ル
」

（
１
１
・28

）
は
、
月
神
礼
拝
の
中
心
で
す
か
ら
、
繋
が
り
を
保
つ
た
め
に
親
族
で
結
婚

し
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
だ
、
律
法
以
前
で
す
か
ら
、
禁
じ
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
ロ
ト
は

ハ
ラ
ン
の
息
子
で
、
父
親
が
死
ん
だ
の
で
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
世
話
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
、
家
族
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
サ
ラ
は
小
さ
い
時
か
ら
ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
親
し
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
。 

サ
ラ
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
も
「
見
目
麗
し
い
女
」
（
１
２
・11

）
と
認
め
、
「
エ
ジ
プ
ト
人
は

サ
ラ
イ
を
見
て
、
非
常
に
美
し
い
と
思
っ
た
。
」
（14

）
と
あ
り
、
歳
を
と
っ
て
も
「
ゲ
ラ

ル
の
王
ア
ビ
メ
レ
ク
は
、
人
を
遣
わ
し
て
サ
ラ
を
召
し
入
れ
た
。
」
（
２
０
・2

）
と
あ
る

の
で
、
高
貴
な
美
し
さ
を
持
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 

サ
ラ
が
唯
一
感
情
的
な
行
動
を
取
る
の
は
、
子
ど
も
を
得
る
為
に
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
娶
ら

せ
た
女
奴
隷
ハ
ガ
ル
が
、
「
自
分
が
身
ご
も
っ
た
の
を
知
っ
て
、
女
主
人
を
軽
く
見
る
よ

う
に
な
っ
た
。
」
（
１
６
・4

）
と
い
う
と
こ
ろ
だ
け
で
す
。
サ
ラ
は
、
「
私
に
対
す
る
こ
の

横
暴
は
あ
な
た
の
せ
い
で
す
。
」
（5

）
と
責
め
、
「
主
が
、
私
を
あ
な
た
の
間
を
お
さ
ば
き

に
な
り
ま
す
よ
う
に
。
」
（5

）
と
夫
婦
の
正
し
い
関
係
を
乱
し
た
夫
を
信
仰
的
に
責
め
て

い
ま
す
。
サ
ラ
が
責
め
て
い
る
の
は
、
傲
慢
に
な
っ
た
女
奴
隷
を
正
し
く
躾
け
な
い
夫
の

ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
対
し
て
で
あ
っ
て
、
正
当
な
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

日
本
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
族
長
に
子
ど
も
が
な
い
場
合
に
は
、
ど
の
地
域
で
も
妾

な
ど
に
よ
る
子
ど
も
の
確
保
は
正
当
化
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
聖
書
は
「
女
奴
隷
の
子
は

肉
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
の
に
対
し
、
自
由
の
女
の
子
は
約
束
に
よ
っ
て
生
ま
れ
ま
し

た
。
」
（
ガ
ラ
テ
ヤ
４
・23

）
と
合
理
性
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
判
断
の
結
果
は
、
多
く

の
問
題
を
生
み
出
す
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
夫
婦
に
よ
る
肉
の
判
断
（
損

得
）
の
結
果
で
あ
る
わ
け
で
す
が
、
こ
う
い
う
痛
み
を
夫
婦
は
共
有
し
て
生
き
て
い
く
の

で
す
。
責
め
合
う
夫
婦
に
ろ
く
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

サ
ラ
の
人
生
に
も
心
の
傷
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
神
は
サ
ラ
に
イ
サ
ク
を
与
え
、 

              

「
神
は
私
に
笑
い
を
下
さ
い
ま
し
た
。
」（
２
１
・6

）
と
、
初
め
て
か
も
し
れ
な
い
心
か

ら
の
喜
び
を
歌
い
ま
す
。
そ
の
後
、
イ
シ
ュ
マ
エ
ル
が
イ
サ
ク
を
か
ら
か
う
の
を
み

て
、
サ
ラ
は
跡
取
り
争
い
を
恐
れ
て
、
ハ
ガ
ル
と
イ
シ
ュ
マ
エ
ル
を
追
い
出
す
こ
と
を

求
め
ま
す
。
神
は
、
「
サ
ラ
が
あ
な
た
に
言
う
こ
と
は
み
な
、
言
う
通
り
に
聞
き
入
れ
な

さ
い
。
」
（
２
１
・12

）
と
教
え
ま
す
。
そ
し
て
、
イ
サ
ク
は
従
順
な
子
ど
も
に
育
っ
て

い
き
ま
す
。 

イ
サ
ク
が
妻
リ
ベ
カ
を
迎
え
た
時
、
「
イ
サ
ク
は
、
母
の
亡
き
後
、
慰
め
を
得
た
。
」

（
２
４
・67

）
と
あ
る
よ
う
に
、
サ
ラ
は
優
し
い
母
で
あ
っ
た
の
で
す
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム

に
と
っ
て
も
長
年
苦
楽
を
共
に
し
、
よ
く
働
き
、
よ
く
仕
え
て
く
れ
、
理
不
尽
な
こ
と

に
も
耐
え
、
夫
を
守
り
、
助
け
、
優
し
い
妻
だ
っ
た
の
で
す
。
サ
ラ
の
死
後
、
「
ア
ブ
ラ

ハ
ム
は
年
を
重
ね
て
、
老
人
に
な
っ
て
い
た
。
」
（
２
４
・1

）
。
妻
が
死
ん
だ
後
の
夫
た

ち
の
困
り
様
、
寂
し
さ
、
悲
し
さ
は
、
急
激
な
老
い
を
も
た
ら
す
の
で
す
。 

寄
留
者
で
あ
る
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
、
自
分
の
土
地
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
「
わ
た
し
は
、
あ
な
た
の
子
孫
に
こ
の
地
を
与
え
る
。
」
（
１
２
・7

）
と
神
が
言
わ

れ
た
の
で
、
祭
壇
を
築
い
た
の
に
、
未
だ
自
ら
の
土
地
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
く
て
、

妻
の
た
め
の
墓
地
を
築
け
な
い
の
で
す
。 

「
信
仰
に
よ
っ
て
、
彼
は
約
束
さ
れ
た
地
に
他
国
人
の
よ
う
に
し
て
住
み
、
同
じ
約

束
を
と
も
に
受
け
継
ぐ
イ
サ
ク
や
ヤ
コ
ブ
と
天
幕
生
活
を
し
ま
し
た
。
堅
い
基
礎
の
上

に
建
て
ら
れ
た
都
を
待
ち
望
ん
で
い
た
か
ら
で
す
。
」
（
へ
ブ
ル
１
１
・9.

10

）
。
信
仰

は
、
直
ぐ
に
成
就
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
忍
耐
の
日
々
が
続
く
も
の
で
す
。
そ
の
よ

う
に
し
て
私
た
ち
の
信
仰
の
真
実
が
現
わ
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。
忍
耐
が
で
き
な
い
こ

と
で
、
私
た
ち
の
不
信
仰
が
現
わ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
と
っ
て
、
妻
の
墓
地
も
持
て
な
い
こ
と
は
情
け
な
く
、
申
し
訳
な

く
、
土
地
の
人
々
に
墓
地
の
購
入
を
申
し
出
ま
す
。
人
々
は
「
神
の
つ
か
さ
」
（6

）
と

ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
尊
敬
を
示
し
ま
す
が
、
土
地
を
売
ろ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。
彼
は
、
エ
フ

ロ
ン
の
所
有
す
る
マ
ク
ペ
ラ
の
洞
穴
の
購
入
を
申
し
出
ま
す
。
後
に
ダ
ビ
デ
王
が
ア
ラ

ウ
ナ
か
ら
買
い
取
っ
た
全
焼
の
献
げ
物
を
献
げ
る
た
め
の
打
ち
場
と
牛
の
代
金
が
銀
５

０
シ
ェ
ケ
ル
な
の
で
、
墓
地
の
代
金
、
銀
４
０
０
シ
ェ
ケ
ル
は
法
外
な
値
段
で
す
。
合

理
性
か
ら
言
っ
た
ら
、
値
段
交
渉
す
る
の
が
当
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
法
外

な
高
値
こ
そ
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
と
っ
て
は
サ
ラ
の
高
価
で
尊
い
こ
と
を
示
す
も
の
と
し

て
受
け
入
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
だ
か
ら
こ
そ
、
否
定
で
き
な
い
所
有
権
と
し
て

後
々
ま
で
残
っ
た
の
で
す
。 

                          



【新改訳 2017】 

創 23:1 サラの生涯、サラが生きた年数は百二十七

年であった。 

23:2 サラはカナンの地のキルヤテ・アルバ、すなわ

ちヘブロンで死んだ。アブラハムは来て、サラのた

めに悼み悲しみ、泣いた。 

23:3 アブラハムは、その亡き人のそばから立ち上が

り、ヒッタイト人たちに話した。 

23:4 「私は、あなたがたのところに在住している寄

留者ですが、あなたがたのところで私有の墓地を私

に譲っていただきたい。そうすれば、死んだ者を私

のところから移して、葬ることができます。」 

23:5 ヒッタイト人たちはアブラハムに答えた。 

23:6 「ご主人、私たちの言うことをお聞き入れくだ

さい。あなたは、私たちの間にあって神のつかさで

す。私たちの最上の墓地に、亡くなった方を葬って

ください。私たちの中にはだれ一人、亡くなった方

を葬る墓地をあなたに差し出さない者はおりませ

ん。」 

23:7 そこで、アブラハムは立って、その土地の

人々、ヒッタイト人に礼をして、 

23:8 彼らに告げた。「死んだ者を私のところから移

して葬ることが、あなたがたの心にかなうのであれ

ば、私の言うことをお聞き入れくださり、ツォハル

の子エフロンに頼んでいただきたいのです。 

23:9 彼の畑地の端にある、彼の所有のマクペラの洞

穴を譲っていただけるようにです。十分な価の銀と

引き換えに、あなたがたの間での私の所有の墓地と

して、譲っていただけるようにしてください。」 
 
 
 
 
 

【NKJV】 
Gen23:1 Sarah lived one hundred and twenty-
seven years; these were the years of the life of 
Sarah. 
 23:2 So Sarah died in Kirjath Arba (that is, 
Hebron) in the land of Canaan, and Abraham 
came to mourn for Sarah and to weep for her. 
 23:3 Then Abraham stood up from before his 
dead, and spoke to the sons of Heth, saying, 
 23:4 "I am a foreigner and a visitor among you. 
Give me property for a burial place among you, 
that I may bury my dead out of my sight." 
 23:5 And the sons of Heth answered Abraham, 
saying to him, 
 23:6 "Hear us, my lord: You are a mighty prince 
among us; bury your dead in the choicest of our 
burial places. None of us will withhold from you 
his burial place, that you may bury your dead." 
 23:7 Then Abraham stood up and bowed himself 
to the people of the land, the sons of Heth. 
 23:8 And he spoke with them, saying, "If it is 
your wish that I bury my dead out of my sight, 
hear me, and meet with Ephron the son of Zohar 
for me, 
 23:9 "that he may give me the cave of Machpelah 
which he has, which is at the end of his field. Let 
him give it to me at the full price, as property for 
a burial place among you." 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

1 .  信 仰 に 生 き る キ リ ス ト の 弟 子 の 養 成  
主の弟子は状況に左右されず聖霊に聞き従い、神を信じ人を信じて人々の救いと解放をもたら

す。十字架に死んで神と共に生きるとは、自分と人々の罪からくる咎を覚悟し信仰と希望と愛とを持

って福音の祝福の中に生きることである。キリストの弟子の養成こそ教会の使命である。 
２ ．  真 理 と 祈 り と 讃 美 に 満 ち た 信 仰 生 活 の 指 導  

聖書の教え、真理は人を自由にする。祈りは問題や悩みを解決し、神の御心を確認する。讃美は癒し

と喜びと力を与える。教会はそれらを教え指導し、互いの交わりの中で模範を造り出していく。 
３ ．  キ リ ス ト を 頭 と し て 愛 に よ っ て 結 び 合 わ さ れ た 共 同 体 の 形 成   

教会には多種多様な人々が神によってこの世から召し出されてくる。この信者を整え、神への奉仕

という使命を果たすように導くには、キリストの弟子として十字架を負い主に従う指導者層が確立され

なければならない。整えられ愛し合い一致した教会こそ神の栄光が現され成長する。 
４ ．  隣 人 に 対 す る 愛 に 基 づ い た 執 り 成 し と 伝 道 の 実 践  

神を愛する人は人をも愛し、行いを伴う信仰を持つ。真理を知らず罪と咎によって苦しんでいる人々を

愛し、執り成し、福音を伝えることによってこそクリスチャンは成長し、祝福される。 
５ ．  地 域 と 社 会 に 貢 献 す る 魅 力 的 な 教 会 員 の 歩 み と 家 族 形 成  

教会と教会員の活動・事業・啓発運動を展開し、社会に影響を与えながら、同時に愛し合う家族を形

成し、接する人々に福音を現していくことが、日本のリバイバルに必要であると私たちは信じる。 
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	千葉福音キリスト教会は、キリスト教プロテスタントの日本福音同盟（ＪＥＡ）に加盟する日本アッセンブリーズ･オブ･ゴッド教団に属し､聖書をすべて神のことばとして信じ､罪の赦しの福音を伝え､聖霊なる神の世界に対する介入を認めて、聖霊のバプテスマと賜物、病の癒し、奇跡、再臨を信じます。



